
道路アダプトシステム 

信州ふるさとの道ふれあい事業について 

 アダプトとは「養子縁組をする」という意味です。住民が道路などの公共スペースを、

養子のように愛情をもって面倒を見る（清掃・美化 ）ことから命名されました。自治体

と住民がお互いの役割分担について協定を結び、継続的に美化活動を進める制度です。 

里  親 

・歩道、待避所、法面等の 

 清掃、草刈り、枝払い等の美化活動 

・植樹帯、花壇などの維持管理 

県（建設事務所） 

・清掃用具等の支給、貸与 

・花の苗、肥料等の支給 

・アダプトサイン（表示看板）の設置 

・傷害保険、損害賠償保険への加入 

・飲料の提供 

市 町 村 

・連絡調整 

・ごみ処理 

・花の苗、肥料等の支給 

・その他支援 

【事業内容】 

 長野県では、平成15年度から「信州ふるさとの道ふれあい事業」 として、アダプトシ

ステムを本格的に実施しています。 

 地域住民団体、個人、企業又は学校が道路の「里親」となり、里親・市町村・建設事務

所による三者協定に基づいて、里親はボランティアで美化活動等を実施し、市町村・建設

事務所は里親の活動を支援します。 

【活動状況】 

 長野県では、339団体と協定を締結し、24,576人の里親が活動しています。 

 上田建設事務所管内では、32団体1,919人の御協力を得て、道路の美化活動等を実施

しています。（共に平成31年1月現在） 
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